
発表準備から発表までの運営方法
令和４年度東北海道実績発表大会事務局

3分以内 3分以上5分以内 5分以上の場合

準備時間
計測開始

アナウンス「発表順位〇番の学校は発表準備を始めてください」●

２分で１鈴

３分で２鈴黒画面にする
発表者
「発表準備が出来ました」●

黒画面にする
発表者
「発表準備が出来ました」●

５分 乱鈴

準備時間
計測終了

準備時間
計測終了

準備時間
計測終了

アナウンス
「発表準備を終了してくださ
い。」

黒画面にする

照明 ON

※発表者が中央に移動したら・・・アナウンス「発表順位〇番『○○』と
題しまして○○高等学校○○さん（代表者）ほか〇名の発表です。 ●

発表者・補助者 礼

照明 OFF

１分計時
開 始

１分計時
終 了
発表時間
計測開始

発表者の第一斉もしくはスクリー
ン上への上映または演示開始●
※ マウスポインタは計測の対象
としません。

1分経過しても発表がはじま
らない場合

アナウンス
「１分が経過しました計時を
開始します」●



発表進行の流れ
令和４年度東北海道実績発表大会事務局

準備時間
計測開始

アナウンス「発表順位〇番の学校は発表準備を始めてください」●

黒画面にする
発表者「発表準備が出来ました」●

※発表者が中央に移動したら・・・アナウンス「発表順位〇番『○○』と
題しまして○○高等学校○○さん（代表者）ほか〇名の発表です。 ●

発表者・補助者 礼

照明 OFF

１分計時
開 始

１分計時
終 了
発表時間
計測開始

発表
「・・・終わります」 ●

※ 発表者の礼の後、・・・アナウンス「発表ありがとうございました。ただいまの
発表時間は○分○秒でした。繰り返します。ただいまの発表時間は○分○秒でした。
質疑応答者は演台へ移動してください。それ以外の方は、お戻りください」

照明 OFF

照明 ON

発表者はステージ中央へ

準備時間
計測終了

発表者の第一声もしくはスクリーンへの上映または演示開始 ●

８分１鈴 10分２鈴
発表時間
計測終了

照明 ON

発表者はステージ中央へ

発表者・補助者 礼

質疑応答
準備

質疑応答者：演台へ移動 補助者・発表者：降壇し片付けを行う



発表終了から質疑応答終了までの運営方法
令和４年度東北海道実績発表大会事務局

発表
「・・・終わります」 ●

※ 発表者の礼の後、・・・アナウンス「発表ありがとうございました。ただいまの
発表時間は○分○秒でした。繰り返します。ただいまの発表時間は○分○秒でした。
質疑応答者は演台へ移動してください。それ以外の方は、お戻りください」

８分１鈴 10分２鈴
発表時間
計測終了

照明 ON

発表者はステージ中央へ

発表者・補助者 礼

質疑応答
準備

室応答者：演台へ移動 補助者・発表者：降壇し片付けを行う

質疑応答 アナウンス「これより質疑応答を行います。審査員の先生お願いいたします。」

審査員質問

質疑応答者 応答

終了 アナウンス「以上で質疑応答を終わります。ありがとうございました。」

質疑応答者 降壇



トラブル発生時のアナウンス
令和４年度東北海道実績発表大会事務局

発表者または補助者による意思表示
「計時を中断してください」or「ストップウォッチを止めてください。」

アナウンス「ただいま計時中断の合図がありました。計時を中断いたしま
す。当番校の担当の先生は確認をお願いします。東北海道連盟担当の先生、
当番校の係の先生は進行席へお越しください。聴衆者のみなさまはしばら
くお待ちください。」

計時B 計測を中断（中断時刻を記録）
計時C 計測を続行

原因の確認（東北海道連盟担当者、当番校担当者）

当番校側トラブル 発表者側トラブル

分野審査長に報告 発表者へトラブルの原因を伝え発表
を再開してもらう

発表を再開

分野審査長に報告

計時C 計測を続行
（再開時間を記録）

計時Cにより ８分１鈴、10分２鈴、
12分乱鈴（打ち切り）

当番校教諭による会場報告

「ただいまの計時中断の要請を
受け、その原因について確認い
たしましたところ、当番校側の
トラブルであると確認いたしま
した。本連盟のトラブル発生時
の対応マニュアルに基づき、発
表番号○番、○○高校の発表は
最発表と致します。」

当番校教諭による会場報告
（最発表）①
最発表は、発表者、補助者の準
備ができ次第はじめさせていた
だきます。

当番校教諭による会場報告
（最発表）②
最発表は、予定されております
最後の発表の後に発表していた
だきます。


